





グーテンベルク (Gutenberg, Johann, ca. 1399-1467/68) が15世紀中葉
に発明した鉛鋳造活字を用いた活版印刷術は，近代文明発展の重要な一要
素として，情報の記録 ・伝達ばかりでなく，近代社会全体に計り知れない
程大きな役割を果たしてきた。この点については， M. マク Jレーハ‘ノが，
グーテンベルク以前と以後そして現代における変化を社会学的，哲学 ・心

















聖書 (BibliaLatina: the 42-line Bible)」(GW4201)である [Stillwel








[Wehmer 1940, S. 223-224]。 1版平均で 400から 500部が印刷されたと
推定されていることから [Haebler1933, p. 174], 15世紀中には最大で約
2,000万部の印刷物が刊行されたと言うことができる [Amano1952, p. 68]。
ところが，実際その存在がなんらかの方法で確認できたものは約35,000版
[W ehmer 1940, S. 223]であるが， 現存するものは約30,000版と推定さ
れている [Haebler1933, p. 205]。部数についてはかつて525,000一550,000
部と算定されたことがある [Geidner1978, S. 235]130 
'incunabula'という言葉は，語源的にはラテソ語で「揺藍，樅樅」，転














































1では， イタリアに印刷術をもたらした ConradSweynheymと Ar-
nold Pannartzの刊行した書物の多くを編集したコルシカ島アレリアの
司教 JoannesAndreae de Bussisが，彼らの印刷権の正当性を証明する
ため大著 Nicolausde Lyra, Postilla super totam Bibliam (H 10363*) 
の第 5巻第2葉に掲載したリストがあり，彼らが刊行 した28書の著者，書
名， 印刷部数を記している。それらの多くは 275部で， 2書のみが 300部
の印刷と なっ ており，初期の印刷術に関する興味深い資料を提供している
[BMC, IV, p. 15]。
2では，『ニュルソベルク年代記 Liberchronicarum (HC 14508*)』の
著者 HartmannSchedel (1440-1514)が 1470年当時に記した，上述の
SweynheymとPannartzが刊行した18書の価格リストがある。リストに
は著者，書名，価格が記入されている。最も高価なのは Plinius,Historia 
naturalis (H 13088*)で， 8ducatiであった [BMC,IV, p.ix; Geidner 
1978, s. 171-172]。 1ducato は，平均して大型フォリオ判で47—67葉，
小型フォリオ判で60—80葉の価格に相当したという [Hirsch 1974, p. 61]。
3では，15世紀末か ら16世紀にかけてヴェネツィアにおいてギリシャ ・
ラテンの古典文献を中心に印刷業を営んだ ArdoManuzio (ラテソ名 Ardus
Manutius, 1449/50-1515)が1498, 1503, 1513年の 3回印刷した出版広告が













[Omont 1892; Orlandi 1975, tav. IX-XVIII]。
インキュナブラ書誌の起源 一17世紀一(5)







勤めた Bernhardvon Mallinckrodt (1591-1664)が残した手稿 Antiqu-
arum impressionum a p、rimaevaartis typographicae origine et inven-





が高まっていた。 同年， Mallinckrodtvま， 印刷術の発明者をオラソ ダの
Laurens Costerではなく， マインツの JohannGutenbergであること
を証明しようとして， De ortu et progressu artis typographicae (Colo・
niae Agrippiensium, Apud Ioannem Kinchium)を上梓した。表題紙
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書誌は， 127ページ+2葉で， 2部か ら構成される。第 1部は 1-88ペ
ージで， この部分が最初に作成された。第 2部は89-126ページで，後述













神学者 JohannSaubert (1592-1646)は，ニュルソベルク 市の図書館史 Hi-
storia bibliothecae reip. Noribergensis (Norimbergae, Typis Wolfgangi 
Enderi)を上梓し，その巻末に Appendixde Inventore typographiae, 
itemque Catalogus librorum proximis ab inventione annis usque ad 
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インキュナプラ占誌の歴史1





その前の110一116ページでは Fust,Gutenberg, Peter Schoefferの印刷
術発明の経緯が説明されている。目録は， Mallinckrodtのものと同様，印
刷年順に配列され，同一年内は印刷地別と なる。書誌記述は，印刷地，印刷年，
著者 ・書名，印刷者の順である。最も古いものは Cicero,De oficis, 
Mainz, 1466 (GW  6922), 最後のものは， Compendiumiuris canonici, 






Philippe Labbe (1607-72)によるバリ王立図書館所蔵ラテン ・ギリツャ語
占目録 Novabibliotheca mss. librorum, sive Specimen antiquarum 




インキュナブラ目録は，本書の付録第 9として Veterumeditionum, 
ante annum Christi MDというハーフ ・クイ トルのもとに， 337-358ペ
ージに掲載された。タイトルに続いて， ....primae editiones illae, quae 













1688年に刊行した Incunabulatypographiae, sive Catalogus librorum 
scriptorumque proximis ab inventione typographia annis, usque ad 
annum Christi M. D. inclusive, in quavis lingua editorum (Amste-
lodam, Apud Joannem Wolter)である。彼は，書籍販売カタログと し






述は詳 しく， 例えばボエティウスは，AniciusManlius BOETHIUS 
Severinus 11 Consul Romanus A. C. 524. interemtus est. と説明され
ている。また，内容を比較的詳しく注記する場合もある。さらに，巻末に
は，無著者名図書が書名のアルファベット 順で収録され，その上，幾つか
の索引も添えられ，近代的な書誌学の方法を取 り入れた 目録であると いえ
よう。
これらの他， 1694年にはパリにおける印刷術の開始に関する論考 L'ori。
gine de l'imprimerie de Parisが AndreChevillierによ り刊行され，


















( 1668—1747) の Annales typographici ab artis inventae origine ad an-
num MD  (Hagae-Comitum, Apud Isaacum Vaillant, 1719)である。
彼は， フランス生まれであるが，ナントの勅令廃止の際に両親とともにイ
ギリスに移住し， ウェストミソスターで古典学を学び，オラソダ， フラソ






ては，第 2巻が1500一36年 (Abanno M. D. ad annum M. D. XXXVI. 
continuati. 1722), 第 3巻が 1536-57年（実際には 1664年）までを扱い
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(Ab anno M.D. XXXVI. ad annum M. D. LVII. continuati. 1725), 
第 4巻が第 1巻の改訂版となり (Annalestypographici ab artis inventae 
origine ad annum M. DCLXIV. . ….. Editio nova auctior & emenda-
tior. Tomi primi. Amstelodami, Apud Petrum Humbert. 1733), 大
幅な増補を行なった。さらに，印刷年， 印刷地， 印刷者のそれぞれに有益
な索引を付し，検索の便を図った。そして，第 5巻を全体の索引巻とした
(lndicem in tomos quatuor praeeuntes complectens. Londini, 1741)。
つまり，第 1巻と第4巻がここで取り上げるべきイソキュナブラ書誌とい
うことになる 3















たかがわかるようになった。書誌記述は第 1巻 より詳 しくな り， 書名，印刷
地，印刷年，判型に加えて， コロフ ォソを引用して著者，印刷者を表示し
ようとしてい る。この書誌に続き， 印刷年不明書， 印刷年 • 印刷者不明書，
















Maittaireの補遺版 Annaliumtypographicorum V. Cl. Michaelis 
Maittaire supplementum. pars I [-11] (Viennae, Typis Josephi Nobilis 

















1722年， Originee progressi delta stampa, ossia dell'arte impressoria 
e notizie dell'opere stampate dall'ann M. CCCC. L VII. sino all'ann 




Nicolas Jensonが Decorpuellarum (GW 8227)に 'MCDLXI'(1461)
の印刷年を記していたため，それを従来のように無批判に採用したのであ
る。今日では， この 'MCDLXI'は 'MCDLXXI'の誤植であり ，実際























Fran~ois Xavier Laire (後述）の業績に基づき，作成した。彼は，ボロー
ニヤで神学を修めた後， ロソバルディア各地で教鞭を取り ，1749年には，
枢機卿 GirolamoCasanate (1620ー1700)がロ ーマに創設したカザナーテ図







1778年に Fran~ois Xavier Laire (1738-1801)がロ ーマ印刷のインキュ
ナブラの書誌 Specimenhistoricum typographiae Romanae XV. saeculi 
(Romae)を刊行すると ，直ちに大きな興味を示し， その改訂増補に取り
組んだ。恐らく，自らが収集したイソキュナプラ ・コレクショ‘ノを基に，
Maittaireと Orlandiの書誌を参照して， 5年後の 1783年に Catalogus
historico-criticus Romanarum editionum saeculi XV: in quo praeter 

















に第 1冊 Specimenhistorico-criticum editionum italicarum saeculi 
XV: in quo praeter editiones ab Orlandi, Mettario, Denisio, Laeガo,







ブラが収録されたが， Genua以降の都市の 目録は残念ながら Audiffredi
の死により完成を見ず，また，それを継承発展させようとする者も現われ
なかった。
ここで， 先に触れた Fran(:oisXavier Laireについて述べておかなけ
ればならない。彼は， ミニモ会士で，哲学を教える傍らローマの図書館で
研懲を積み， ロレーヌ地方の領主ザルム＝ザJレム侯の司忠となり，そ して，












いて Lomeniede Brienne卿のイ‘ノキ ュナ ブラ ・コ レクツョンの目
録を
発表した。この目録 Indexlibrorum ab inventa typographia ad a
nnum 
15 00 ; chronologice dispositus cum notis historiam typographico-
litte-
rariam illustrantibus. Prima [-secunda] pars (Senonis, Apud P. 
Har-








著者 ・書名，判型， コロフォンからの引用， 行数 ・折記号 ・キ
ャッチワ ー

















Georg Wolfgang Panzer (1729-1804)の Annalestypographici ab
 artis 
inventae origine ad annum MD  post Maittairii Denisii (Norimbe
rgae, 








刊行された ドイツ語文献の書誌 Annalender ii/tern deutschen Lite
ratur 
- 15 -
oder Anzeige und Beschreibung derjenigen Bucher welche van Er-
findung der Buchdruckerkunst bis MDXX in deutscher Sprache ge-
druckt warden sind (Ni.irnberg, Zehsche Buchhandlung)を上梓し，





16世紀刊本を扱っているが，前述の Annalender iiltern deutschen Li-
teraturに収録されたものは含まれていない。両部分とも印刷地のアル
ファベット順に配列されている。インキュナブラ書誌の部分は，第 1-3




を収録する。印刷地• 印刷者不明書は印刷年順で 694 点，印刷地• 印刷者



























語のインキュナブラ書誌が GiovanniBernardo de Rossiにより編
纂さ
れており [Besterman1969, p. 79-80; Berkowitz 1967, p. 260], 
また，






















からである。」 [MacLuhan1981, p. 207] 
(2) インキュナプラの下限をどこに置くかについては諸説ある。例
えば， 15世紀を

















版数35,000, 現存部数450,000(Lessico universale italiano, t. 10. Roma, 1972. 
p. 303), Encyclopaedia ]udaicaでは，刊行点数約50,000版， 現存数約 35,000




さらに遥かに上廻る。」と述べている [Jugaku1957, p. 15]。また， 1,100-1,700 
の印刷所， 35,000-45,000版で，総刊行部数1,000-2,000万部，現存部数500,000
部という意見もある [Vladimirovas1988, c. 102]。最も最新の情報を搭載する





Japanese dictionary, a new ed., rev, & enl. の 'icnunabula'(p.904)の項目
では，「（印刷術の幼稚な）初期刊本（紀元1500年以前の印行本），古版本」とあ
る。ところが，Kenkyusha'sNew English-Japanese dictionary, 5. ed. の同じ




(5) イソキュナブラ書誌の歴史を糠めるにあたっては基本的に [Haebler1933] 
[Geidner 1978] [Besterman 1969] [Berkowitz 1967] [Der Buchdruck 1988] 
を参照した。わが国でもすでに簡略な解説が行なわれているが，いずれもインキ
ュナブラ 目録の初めを Corneliusvan Beughem (後述）のものとしており ([Osa
1937, p. 369] [Amano 1952, p. 68] [Jugaku 1957, p. 15], 訂正の必要がある。
(6) Maittaireが1457年から始めた理由は，この年に印刷年月日が初めて印刷され
た書物 PsalteriumRomanum (H 13479)が JohannFustと PeterSchoeffer 
によって刊行されたからであり [Stillwell1972, p. 10], それ以前の印刷本の印
刷年の推定は当時では困難であったか らである。
(7) ヴェネツィアにおける印刷の開始は，1469年であり ，Johannvon Speierによ
る Cicero,Epistolae ad familiares, [before 18 September] 1469 (GW  6800) 
を嘴矢とする。
略 五口―_＿"
 BMC: The British Library. Catalogue of books printed in the XVth century 
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インキュナプラ 甚誌の脱史(I)
now zn the British Museum. pt. 1-10, 12. London, 19
08-85. Reprint: 
pt. 1-9. 1963. 
GW: Gesamtkatalog der Wiegendruclie. Bd. 1-8, Bd. 9, 
Lfg. 1ー2.Leipzig-Berlm, 
1925-1985. Reprint: Bd. 1-7. Stuttgart, 1968. 
H : Hain, Ludwig _Friedrich Theodor. Repertorium b
ibliographzcum, tn quo 
libri omnes ab arte typographica inventa usque ad an
num MD., typis 
expressi, ordine alphabetico vel simpliciter enumerantu
r vel adcuratius 
recensentur. I, 1-2; I, 1-2. Stuttgartiae, 1826-38. Re
print: Milano, 
1966. 
HC: Copinger, Walter Arthur. Supplement to Hain'
s "Repertorium biblio-
grahicum" or Collections towards a new edition of
 the work. I-I, 
1-2. London, 1895ー1902.
参考文献
Amano 1952: 天野敬太郎「イ ソキュナビ ュラについて」
『図書館界』 4巻 2号，
1952. 8, p. 68-90. 
Berkowitz 1967: Berkowitz, David Sandler. A man
ual of bibliographical 
guides to inventories of printings, of holdings, and of
 reference aids; 
with an appendix of useful information on place-nam
es and datings. 
Waltham, Mass., 1967 (Bibliotheca bibliographica inc
unabula). 
Besterman 1969 : Besterman, Theodore. Early printed
 books to the end of the 
sixteenth century; a bibliography of bibliographies, 
2. ed. rev. and 
much enl. New York, 1969. 
The British Library: 英国図書館 ISTC編集室著，雪愧
宏一訳注「データベース
ISTCについて」『現代の図書館』 29巻2号 (1991. 6)掲載予
定。
Der Buchdruck 1988: Der Buchdruck im 15. Jahrhund
ert: eine Bibliographie, 
hrsg. von Severin Corsten und Reimar Walter Fuchs. 
Tl. 1. Stuttgart, 
1988 (Hiersemanns bibliographische Hand坤 cher,Bd. 
7, 1). 
Eisenstein 1987 : E. L. アイゼ‘ノステイソ著，別宮貞徳監
訳『印刷革命』東京，み
すず書房 1987.12. 
Geidner 1978 : Geidner, Ferdinand. lnkunabelkunde;
 eine Ein拉hrungin die 
Welt desf戊 hestenBuchdrucks. Wiesbaden, 1978 (Elem
ente des Buch-
und Bibliothekswesens, Ed. 5). 
Haebler 1933 : Haebler, Konrad. The study of incuna
bula. Transl. from the 
German by Lucy Eugenia Osborne; with a foreword
 by Alfred W. 
Pollard. New York, 1933. 




Jugaku 1957: 寿岳文章「天理図書館架蔵揺藍期本について」『ビブリア』 8, 1957, 
p. 14-17, 42. 
J ugaku 1988 : 寿岳文章「『グーテソベルク聖書』日本請来の意義」『学鐙』 85巻 1
号， 1988.1, p. 4-7. 
MacLuhan 1987: マーシャル・マクルーハン著，森常治訳『グーテソベルクの銀
河系ー活字人間の形成一』東京，みすず書房， 1986.2. 
Ohly 1928: Ohly, Kurt.'Das Inkunabel Verzeichnis Bernhards von Mallm-
ckrodt (Handschrift des Staatsarchivs Miinster I, 26),'Westfalische 
Studien : Beitriige zur Geschichte der Wissenschaft, Kunst und Lite-
ratur in Westfalen: Alois Bi:ihmei-zum 60. Geburtstag gewidmet. 
Leipzig, 1928. 
Omont 1892: Omont, Henri. Catalogues des livres grecs et Latins imprzmes 
par Aide Manuce a Venise, (1498-1503-1513). Paris, 1892. 
Orlandi 1975: Aldo Manuzio editore; dediche, prefazioni, note ai testi. A 
cura di Giovanni Orlandi. I. Milano, 1975. 
Osa 1937: 大佐三四五『洋書目録法の理論と実際』東京， 日本図書館協会， 1937.
Schmidt 1986 : Schmidt, Wieland.'Zur Bedeutungsentwicklung des Wortes 
"Inkunabel ",'Ars impressoria; Entstehung und Entwicklung des 
Buchdrucks: eine internationale Festgabe f釘 SeverinCarsten zum 
65. Geburtstag. Hrsg. von Hans Limburg, Hartwig Lohse, Wolfgang 
Schmitz. Miinchen, 1986. S. 9-32. 
Shibukawa 1985 : 渋川雅俊『目録の歴史』東京，勁草書房，1985.10 (『図書館・
情報学シリーズ， 9』)．
Sorbelli 1934: Sorbelli, Albano.'L'"Origine e i progressi della stampa" di 
P.A. Orlandi,'Gutenberg-]ahrbuch, 1934, S. 218-223. 
Stillwell 1972: Stillwell, Margaret Bingham. The beginning of the world of 
books 1450 to 1470; a chronological survey of the texts chosen for 
printing during the first twenty years of the Printing art: with a 
synopsis of the Gutenberg documents. New York, 1972. 
Vladimirovas 1988; Vladimirovas, Levas (BJJa八llMllpOB, JleB 庫 3H0B血）．
Bceo邸 a只 ucmopu只 k邸紐； ope邸 uiiA!Up, cpe祁 eoercoobe,Boapo:J1c-
屈邸e,XVII螂 MoCKBa,1988. 
Wehmer 1940: Wehmer, Carl.'Inkunabelkunde,'Zentralblatt fur Biblio-
thekswesen, Jg. 57, Heft 5/6, 1940, S. 214-232. 
（ゆきしま こういち文学部教員図書室）
- 20 -
